
令和６年度 第１回 青梅市介護保険運営委員会次第

令和６年４月２６日（金）

午後１時３０分～

青梅市役所議会棟大会議室

１ 開 会

２ 委嘱状の交付

３ あいさつ

４ 副会長の互選

５ 議 題

報告事項

(1) 令和５年度第６回青梅市介護保険運営委員会議事要旨に

ついて························································【資料 １】

(2) 介護保険事業の実施状況について·························【資料 ２】

(3) 青梅市地域包括支援センターの主な運営状況について····【資料 ２】

(4) 青梅市地域包括支援センターの支所等について···········【資料 ３】

(5) 地域支援事業等の委託等にかかる進捗状況について······ 【資料 ４】

(6) 介護医療院への転換について······························【資料 ５】

(7) 第９期青梅市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画に

ついて············································【資料 ６－１ ・６－ ２】

(8) 補聴器購入費助成事業について··························· 【資料 ７】

６ その他

７ 閉会
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令和５年度 第６回介護保険運営委員会 議事要旨（案）

１ 開催日時 令和６年２月１日（木曜日）13 時 30 分～15 時 30 分

２ 出席委員

小山登美夫、木村誠志、沖山哲、橋本満智子、小嶋直之、角田昭文、相墨欽章、坂本竜、

土田大介、百瀬澄雄、新井一夫、菅沼隆、植田拓也

（敬称略・順不同）

議 事

＜開会＞

事務局 ：皆様、本日はお忙しいところ御出席いただきまして、ありがとうございます。

定刻になりましたので、令和５年度第６回の「青梅市介護保険運営委員会」を開催さ

せていただきます。

事務局 ：本日の委員会は、13 時 28 分現在、委員 14 名中 13 名の御出席をいただきました。

委員の出席者が半数を超えておりますので、青梅市介護保険規則第 52 条の３により、

この委員会が有効に成立していることを御報告いたします。

また、本日の傍聴者ですが、６名おりますことを併せて御報告いたします。

それでは、次第にしたがって進行いたします。

まず初めに、大勢待市長から御挨拶を申し上げます。

＜市長挨拶＞

事務局 ：なお、市長につきましては、この後公務がありますので、ここで退席とさせていただ

きます。

＜市長退室＞

それでは議題に入る前に、事前に送付させていただいた本日の資料について御確認さ

せていただきます。

＜配布資料の確認＞

事務局 ：配布資料は次のとおりです。

次第(裏面委員名簿）※議題追加のため、当日差替。

資料番号１が「青梅市地域福祉総合計画 第９期青梅市高齢者保健福祉計画・介護保

険事業計画（案）」。

資料番号３－１が、「令和５年度第４回青梅市介護保険運営委員会議事要旨について」。

資料番号３－２が、「令和５年度第５回青梅市介護保険運営委員会議事要旨について」。

資料番号４が、「介護保険事業の実施状況について」。

資料番号５が、「令和６年度青梅市介護保険運営委員会開催予定」。

資料１
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また、本日追加資料として資料１－１、１－２、また、参考資料を机上配布しており

ますので、御確認ください。

なお、資料２については後ほど配布させていただきます。

資料は以上となります。

過不足がありましたら、お申し付けください。

事務局 ：それでは、お席にあるマイクの根元のボタンがマイクのスイッチになっておりますの

で、発言の際はボタンを押していただくと、赤いランプがつきます。

これでマイクがオンとなりますので、御発言いただき、発言が終わりましたら、再度

ボタンを押していただき、マイクをオフにしていただきたく存じます。

事務局 ：それでは、以後の議事については会長の進行でお願いしたく存じます。

＜議題＞

会 長 ：それでは次第に沿って進めたいと思います。

議題の（１）協議事項 ア 第９期青梅市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画（案）

の第１章から第３章関係について、事務局から説明をお願いします。

事務局 ：資料１に入る前に、地域福祉総合計画について御報告いたします。

地域福祉総合計画案につきましては、昨年 12 月 15 日から 28 日まで、パブリック・コ

メントによる意見募集を実施しました。

周知は広報おうめや市ホームページのほか、市公式ＬＩＮＥアカウント、インスタグ

ラム等により行い、合計 15 件の御意見が提出されました。

なお、全ての御意見は、今後市ホームページに掲載するとともに、地域福祉総合計画

にも掲載する予定です。

また、一昨日の１月 30 日に、地域共生社会推進会議の臨時会が開催されました。

地域共生社会推進会議会長の意向により、各計画の全般的な調整や課題等の共通認識

を深めることを目的に、前回同様、地域共生社会推進会議のほか、高齢者保健福祉計画・

介護保険事業計画策定部会、障害者計画等検討委員会、成年後見制度利用促進審議会お

よび、社会福祉協議会の地域福祉活動計画策定委員会の５つの会議体の正副会長がメン

バーとなり、会議が開催されました。

欠席の方もおられましたが、高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画策定部会からは、

土田会長および菅沼副会長が出席され、パブリック・コメントの確認や、計画全体を通

しての課題等の認識が共有されました。

今後、本日の委員会の協議結果も踏まえ、全計画において最終的な調整を行い、２月

21 日に開催される第５回地域共生社会推進会議において、地域福祉総合計画の最終案を

提出する予定となっております。

続いて、高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画についての説明です。

資料１を御覧ください。

第９期青梅市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画については、地域福祉総合計画
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に合本化されます。

次のページには、地域福祉総合計画の目次があり、第３編として本計画が掲載される

こととなります。

その次の１ページ目からは、第１章 高齢者保健福祉・介護保険事業を取り巻く現状

と課題について、２ページ目からは、高齢者に関する統計等から見た地域の状況につい

て掲載しております。

続いて、８ページからは、アンケート調査の実施概要について掲載しております。

10 ページ以降では、様々な角度からの現状分析を掲載しております。

続いて 41 ページを御覧ください。

ここでは、調査結果等から見える現状の課題を掲載しており、続く 42 ページには、第

８期計画の総括を掲載しております。

次に、45 ページからは、第２章 計画の基本的な考え方と施策体系があり、基本理念

は、「高齢者がいきいき暮らすまち」としました。

基本目標につきましては、１ 「支える側」「支えられる側」の枠組みを超えていきい

きと過ごせる暮らしづくり、２ 安心して暮らせる地域づくり、３ 持続可能な福祉の

仕組みづくりとし、続く 46 ページにてお示ししているように、基本目標の下に基本方針

を、さらにその下に基本施策へと展開していく施策体系としました。

続く 47 ページからは、第３章 取組内容ということで、施策体系にもとづいた各事業

を掲載しております。

なお、48 ページからの各事業の表については、右端の列に、関連する計画名を記号で

記載しております。

各記号の内容については、資料１－１に記載しております。

また、令和５年 12 月６日に、本計画に認知症施策推進計画を包含させていただきたい

旨のメールを、委員の皆様に送付させていただきました。

認知症施策推進計画については、令和５年６月に、地域共生社会の実現を推進するた

めの認知症基本法が成立し、その第 13 条に、「市町村は、当該市町村の実情に即した市

町村認知症施策推進計画を策定するよう努めなければならない。」と規定されておりま

す。

当市においては、本計画内に各種認知症施策を掲載しており、認知症基本法に記載さ

れた基本的施策の内容についても、こちらに網羅されていることから、認知症基本法に

もとづく認知症施策推進計画を、本計画に包含することといたしました。

46 ページを御覧ください。

施策体系の基本目標２ 安心して暮らせる地域づくり、基本方針（２）認知症に関す

る支援の充実、の部分に「青梅市認知症施策推進計画」を記載しております。

56 ページを御覧ください。

こちらから認知症に関する施策を掲載しており、次の 57 ページから青梅市認知症施
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策推進計画を掲載しております。

続いて 65 ページを御覧ください。

ここからは、資料編として、各事業の取組指標を掲載しております。

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画については、73 ページから掲載しております。

表の左側から、事業名、取り組み内容、担当課、事業に対する評価指標、評価指標の

現状値、その後令和８年度までの評価指標の見込値を掲載しております。

続いて 87 ページを御覧ください。

ここからは、当市の福祉施設等の配置のあり方に関して、市の意向を示しております。

第８期にも掲載しておりましたが、令和６年度から介護療養型医療施設が廃止される

ことに伴い、この方針についても関係部分を修正しております。

続いて、資料１－２を御覧ください。

本計画案へのパブリックコメントの実施結果について、御説明します。

高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画については、４件の意見がありました。

１つ目の意見の要旨としては、６年ほど前に廃止されてしまった入浴施設を復活させ

ることで、利用者同士の交流や生きがいづくりになるのではないか、また、温泉保養施

設の利用助成制度について、現状１回 300 円の利用料のところ、200 円で利用できるよ

うにしてほしいとの意見でした。

これについては、資料右列の「市の考え方」にあるとおり、入浴施設を新たに設置す

る予定はありませんが、現在市内２ヶ所、市外７ヶ所で 1 回 300 円の利用料による温泉

保養施設利用助成事業を実施しており、令和４年度は 3,191 人の市民から申請があり、

延べ 15,950 回御利用いただき、好評をいただいていること、また、23 区の一部におい

て、200 円で入浴できる制度があることは承知しておりますが、多摩地区で見ると、一

人暮らしでお風呂がない方や、非課税世帯のみを対象としている自治体などもあり、当

市の条件が特に厳しいものとは考えていないため、金額を変更する考えはない旨回答す

る予定です。

２つ目の意見としては、今の自立健康体操を続けて、健康で生きていたいこと、また、

認知症にならないための学びの場があれば嬉しいというものでした。

市としては、認知症予防の推進に向け、介護予防教室、認知症講演会などの事業を実

施しているので、御活用いただきたい旨回答する予定です。

３つ目の意見としては、認知症予防をしっかり受けると、尊厳が守られ、生活の質を

高められるのではないかとの趣旨でした。

市としては、２つ目の意見と同様の回答を行う予定です。

最後に、４つ目の意見では、大きく４つの意見が含まれておりました。

①については、計画の施策体系において、健康づくりのための継続的な支援、健康の

ための体力づくりという基本施策があるが、ここにはＮＰＯ団体の事業も含まれるのか、

とのことでした。
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市としては、ＮＰＯ団体も含むとして回答する予定です。

②については、計画の総論において、ＮＰＯ、ボランティア団体、自治組織の役割と

して、地域の団体と連携を図り、公的サービスのみでは対応が難しい地域の問題に積極

的に対応していくことが求められているとあるが、具体的にはどのような内容かとのこ

とであり、市の回答案としては、制度の狭間で支援が困難な方などに対しての、属性を

問わない、地域の支え合い活動の推進などが挙げられるとする予定です。

③については、計画のアンケート調査結果を見ると、介護予防教室を年２回開催して

いるが、参加者が少数であり、やはりボランティアだけでは難しいのではないか、との

ことでした。

市の回答案としては、介護予防教室は令和４年度に 62 回実施しており、市および地域

包括支援センターなどが実施していること、また、介護予防講演会は年２回実施してい

ることを記載する予定です。

④については、高齢者支援課では、ボランティア、シルバー人材、敬老会などの施策

は多いが、健康づくりに関するものが少ないと感じる。65 歳からの 10 年間、健康で充

実した生活を送ることで、その後の元気な 10 年間に繋がるとの意見であり、市として

は、関係する部署と連携して、健康づくりの教室などの周知を図る旨回答する予定です。

また、これらのパブリック・コメントについては、資料編に掲載する予定です。

続いて、先述の認知症施策推進計画を計画本編に包含させていただきたい旨のメール

を送付した際に、委員から提言をいただいたので、それに対する市の考え方をお示しし

ます。

委員からの提言については、大きく３つありました。

１つ目が、認知症の方やその家族に対する身近な相談支援窓口の設置ということで、

最低でも中学校区ごとに１か所程度の相談窓口設置を検討してほしいというものでした。

それにより、地域の認知症サポートに関する利便性が向上し、地域密着型サービスの成

果がより一層実感されるのではないかということでした。

続いて２つ目が、認知症の方のパートナー支援者の養成ということで、認知症を抱え

る方々が単独で生活することは極めて難しく、認知症に対する正確な理解と適切なサポ

ート体制の構築は喫緊の課題と言え、この課題に対処するためには、専門職と地域住民

が連携し、サポーターを多く育てていくことが必要であること、また市内には２名の認

知症介護指導者が存在するため、このような専門家の存在も活用しながら、青梅市が主

導して地域のサポート体制の強化を図るべきであるとのことでした。

続いて３つ目が、適切な地域密着型サービス事業所の設置の必要性ということで、１

つ目、２つ目の取組を進めながら、適切な地域密着型サービス事業所を設置することが

不可欠であること、また、当初国は中学校区ごとに１事業所ずつグループホームや小規

模多機能型居宅介護を設置することを計画しており、これらのサービスは地域づくりの

基盤を強化することから、これによって地域社会全体に貢献できるのではないかという
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ものでした。

ここまでの内容について、市の考え方を御説明いたします。

まず１つ目、認知症の方やその家族に対する身近な相談支援窓口の設置については、

今後 11 ヶ所の市民センターに地域福祉コーディネーターを配置する予定となっており

ます。

包括的相談支援事業として、認知症も含めた介護、子育て、障がい、子ども、生活困

窮と、様々な相談へ対応していく予定です。

続いて２つ目、認知症の方のパートナー支援者の養成については、まず提言の中にあ

った「認知症介護指導者」という概念から説明したいと思います。

認知症介護指導者とは、認知症介護研究・研修センターが実施している、厚生労働省

が定める公的研修を受講した方であり、平成 13 年度から全国の介護老人福祉施設や在

宅サービスの現場などに、その成果を普及させることを目的とした認知症介護の専門職

員となっております。

主な役割としては、介護事業者のための認知症介護実践研修等について、その企画立

案に参画し、講義・演習・実習を担当します。

また、介護専門職の人材育成への関与に加え、認知症介護指導者自身が所属する事業

所を中心とした、地域の指導者としての役割も担っています。

市としては、認知症を抱える方々が住み慣れた地域でいつまでも暮らし続けられるよ

う、認知症介護指導者等の専門家も含め、各施設や事業所等と連携し、認知症サポータ

ーの養成や、認知症カフェの普及等の認知症施策を推進していきたいと考えております。

続いて３つ目、地域密着型サービスの小規模多機能型居宅およびグループホームのサ

ービスが不足しているのではないかという点について、市の方でも独自に調査を行い、

当市と人口が同規模である自治体等と比較しました。

結果としては、提言のあった各種サービスについては、特に他の自治体よりも不足し

ているような状況ではありませんでした。

ただし、他のサービスも含めて比較したところ、訪問介護について、他の自治体と比

較しても明らかに不足していることが判明しました。

計画第４章のところでも説明させていただきますが、これを含めて勘案すると、小規

模多機能型居宅介護のサービスには訪問介護サービスが含まれていることから、事業所

整備の目標を立てる必要があるものと検討しております。

また、グループホームについても、確かに他自治体と比較して数的に不足していると

いうことはありませんでしたが、市内部のサービス需要の推計を行った際に、令和６年

度以降の需要が現行の定員数を超える見込となりましたので、グループホームについて

も整備目標を立てるように検討しております。

会 長 ：それでは、委員の皆様から御質問・御意見等はありますか。

委 員 ：内容というよりも、文章の書き方が気になりました。
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例えば、資料１の 65 ページの「インクルーシブ理念と福祉意識の啓発」という表現

で、「インクルーシブ」という単語を理解できる市民が果たしてどのくらいいるのだろう

かと思いました。

外来語を使うにしても、日本語での説明を先に記載して、いわゆる括弧書きのような

形でこういった表現を使うとか、読む人が受け入れやすい表現をしていただけるとあり

がたいと思います。

事務局 ：ただいま御指摘をいただいた「インクルーシブ」という表現についてですが、こちら

は障害者計画の策定部会や地域共生社会推進会議の中で、福祉の分野ではこの表現が主

流であるとの御指摘もいただき、反映させていただいているところです。

最終的には、巻末での用語説明も入れさせていただく予定です。

会 長 ：それでは、他に御意見等が無いようでしたら、本件の採決につきましては、第９期青

梅市高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画全体として採決いたしますので、関連する

協議事項全てが終了後、まとめて採決を行いたいと思います。

続いて、協議事項イ 第９期における介護保険料について、事務局から説明をお願い

します。

事務局 ：協議事項イ、およびウの青梅市介護保険条例の一部改正については、次期介護保険料

に関する協議であり、市民および関係者へ公開することによって与える影響が大変大き

いことから、委員の活発な発言を妨げる恐れがあるため、従前からこれを非公開とさせ

ていただいております。

今回も同様に非公開とさせていただきたく存じますが、いかがでしょうか。

会 長 ：事務局から審議の非公開について提案がありました。

御意見を伺います、いかがでしょうか。

＜賛成多数＞

会 長 ：それでは賛成多数と認め、非公開といたします。

傍聴いただいている皆様には大変申し訳ありませんが、一度御退席いただき、審議終

了後、再度傍聴をお願いいたします。

＜傍聴者退席＞

～審議非公開～

＜傍聴者入室＞

会 長 ：それでは、協議事項エ、青梅市指定居宅介護支援等の人員および運営に関する基準条

例の一部改正について、事務局から説明をお願いします。

事務局 ：それでは、資料２－４を御覧ください。

市が指定している居宅介護支援事業所や、地域密着型サービス等の人員配置等の基準

について、国の基準が改正されることに合わせて、市の条例を改正するものになります。

いくつか抜粋すると、生産性の向上等を通じた働きやすい職場環境づくりとして、介

護サービス事業所の管理者における兼務条件等人員基準の緩和や、テレビ電話を活用し
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たサービス利用者のモニタリング、ウェブ上での書面掲示の見直し等、ＩＣＴ機器の活

用に伴う変更、また、身体的拘束等の適正化の推進として、これまで努力義務とされて

いた項目の義務化等の改正が示されました。

これに沿って、市も条例の改正を予定しております。

なお、こちらの資料につきましても、議会決定前の資料となりますので、会議終了後

に回収させていただきたく思います。

会 長 ：それではただいまの説明について、御質問・御意見等はありますか。

＜質問・意見無し＞

会 長 ：特に無いようなので、採決に移ります。

ただいまの青梅市指定居宅介護支援等の人員および運営に関する基準条例の一部改正

について、原案どおり決定することに賛成の方の挙手を求めます。

＜全員賛成＞

会 長 ：全員賛成と認め、原案どおり決定いたしました。

それでは次の議題に移ります。

議題（２）報告事項です。

ア 令和５年度第４・５回青梅市介護保険運営委員会議事要旨について、事務局から

説明をお願いします。

事務局 ：令和５年度第４回介護保険運営委員会の議事要旨については、令和５年 12 月 26 日に

原案をお送りし、確認および修正期日を令和６年１月 15 日に設けました。

また令和５年度第５回議事要旨については、１月 22 日に原案をお送りし、確認および

修正期日を１月 29 日に設けましたが、いずれも修正はありませんでした。

本日資料３－１、３－２として配布した議事要旨について、改めて修正等がありまし

たら御意見をいただきたく思います。

会 長 ：それではただいまの説明について、御質問・御意見等はありますか。

＜質問・意見無し＞

会 長 ：特に無いようなので、次の報告事項に移ります。

イ 介護保険の実施状況について、事務局から説明をお願いします。

事務局 ：報告事項イおよびウにつきましては、資料４にコメントで説明を付記しておりますの

で、議事の進行等時間の都合により、説明を割愛させていただきたく思います。

なお、御質問等がありましたらお受けいたしますので、御了承ください。

会 長 ：それでは報告事項イおよびウについて、御質問・御意見等はありますか。

＜質問・意見無し＞

会 長 ：特に無いようなので、次に移ります。

次第の４ その他です。

まずは委員の方から何かありますか。

委 員 ：２点伺います。
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先ほどの資料２－４にもありましたが、今回の制度改正について、ケアプランデータ

連携システムの活用あるいは事務員の配置をすることで、居宅介護支援事業所における

利用者の取扱件数が現行 45 件未満のところ、50 件未満まで伸ばすことができるという

内容がありました。

これを見るに、国もケアマネジャーの人材不足や業務効率化にアプローチしようとし

ているように感じました。

ここで、インターネットで検索したところ、当市においてケアプランデータ連携シス

テムの登録をされている事業所は、昨日現在で 29 ヶ所ありました。

しかし、昨年末にケアマネジャー連絡会で活用実態を確認したところ、実際に活用さ

れていた事業所は全体の半分にも満たない状況でした。

システムそのものは登録しているのに、なぜ活用に至らないのか確認したところ、他

の事業所がどれだけ利用しているのか分からない、運用方法がいまいち理解できていな

いといった話があったので、やはり何か説明会等を行っていただけると、活用に繋がっ

ていくのではないかと思います。

当市におけるケアプランデータ連携システムの展望などをお聞かせいただけたらと思

います。

事務局 ：ケアプランデータ連携システムの導入をはじめ、事業所のＩＣＴ化については、来年

度、各事業所と一緒にどういった支援等を行っていくか検討していきたいと考えており

ます。

また、その他の委員からも御意見をいただいていた、介護職の普及啓発等の活動につ

いても、市の教育委員会等と相談し、来年度以降中学校等への介護人材対策に関する普

及啓発を図っていく予定なので、この人材対策と、事業所のＩＣＴ化をセットで支援で

きるような形で計画に盛り込みたいと考えております。

委 員 ：２点目です。

４月以降の第１地区地域包括支援センターの場所や名称ならびに、第２・第３地区地

域包括支援センターの支所の場所等の公表は、いつ頃なされますか。

事務局 ：令和６年度から委託化する第１地区の地域包括支援センターについては、４月からの

設置に向け、医療法人財団利定会との委託契約を締結し、準備を進めているところです。

名称は「青梅市地域包括支援センターすみえ」となりまして、青梅市住江町に設置さ

れる予定となっております。

支所の設置予定場所については、これまでもお伝えしていた河辺地区、大門地区での

設置という点は変わりませんが、詳細については現在まだお示しできる状況にありませ

ん。

今後確定いたしましたら、市のホームページや広報おうめにて市民の方への周知に努

めてまいりたいと考えております。

会 長 ：それでは、他に委員からの意見等は無いようなので、事務局からお願いします。
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事務局 ：次第のその他（１）です。

地域支援事業等の委託等にかかる進捗状況について、本日机上配布させていただいた

参考資料を御覧ください。

まず１ 消費税相当分の過払いにかかる対応について、令和６年１月 12 日に第５回

介護保険運営委員会を開催し、地域支援事業等の委託契約にかかる消費税相当分の過払

いおよび地域支援事業交付金算定の修正について御報告させていただきました。

その後の進捗状況について、御報告いたします。

現在、各委託事業者と個別に、消費税の取扱いについてや、返還金等の件のほか、今

年度の契約変更にかかる説明等、より慎重かつ丁寧に交渉を進められるよう準備を進め

ているところです。

続いて、２ 地域支援事業交付金について、進捗状況を御報告いたします。

こちらについては、１の消費税とは別の事案です。

市が変更前の算定方法によって交付金の申請を行っていた件ですが、国および都に対

し、適正な算定方法にもとづき、修正の申請を行いました。

この度申請が認められ、国からは令和６年１月 29 日に追加交付を受けることができ

ました。

東京都からは、令和６年２月から３月の間に追加交付を受けることができる見込です。

続いて、３ 再発防止についてです。

今回、消費税相当分の過払い、地域支援事業交付金算定の修正があったことにつきま

して、今後このような事態が生じないよう、改めて再発防止に努めてまいります。

まず（１）として、国や都から送付される制度改正や関連する通知文書について、こ

れまで以上に精査し、遺漏なく対応するとともに、不明瞭な部分は必ず国や都に照会を

行うなど、確認を徹底してまいります。

（２）としては、毎年度契約手続きの事務を進める際に、契約金額の消費税部分が根

拠をもって適正に取り扱われていることの確認を徹底してまいります。

（３）としては、契約事務にかかる研修や勉強会の受講等、あらゆる機会を通じて職

員のスキルアップを図ってまいります。

（４）としては、交付金算定の考え方を整理し、職場内で勉強会や打ち合わせ等を行

い、定期的に点検できる体制を整備してまいります。

以上の再発防止策を実施し、今後このような事態が生じないよう徹底してまいります。

続いて、次第のその他（２）来年度日程案についてです。

資料５を御覧ください。

来年度は全４回の開催を予定しております。

なお、開催予定日は議会の日程等により変更となる場合がありますので、その際は改

めて周知させていただきます。

事務局 ：また、本日は介護保険料を含む計画の策定について熱心に御協議いただくとともに、
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御決定を賜り誠にありがとうございました。

市としても、次年度以降の介護保険料については、なるべく市民の負担が大きくなら

ないよう精査しながら対応したところです。

しかしながら、高齢者人口の増加については今後も続いていく見込であり、介護保険

財政にも影響があるものと認識しているところです。

このような中で、本日も御意見いただきましたが、介護予防の推進を図ってまいりた

いと考えておりますので、今後とも青梅市の介護保険運営について御理解、また御支援

のほどよろしくお願い申し上げます。

また、第９期計画の答申については、この後会長および副会長から、市長に対して行

わせていただきます。

計画書の完成版につきましては、地域福祉総合計画全体の完成後、別途御案内させて

いただきたいと思います。

委 員 ：１点お伺いします。

先ほどの過払い金について、現在各事業者と協議中ということですが、協議について

はすぐには終わらない案件ではないかと思います。

今年度は今回が最後の運営委員会ということで、本日を以って退任する委員もいるか

と思われますので、来年度以降も本件に関する進捗状況について、この運営委員会で御

報告いただくことは可能でしょうか。

事務局 ：前回の運営委員会でも御意見いただいたように、本件については慎重かつ丁寧に協議

を進めていくとともに、運営委員会にて今後の進捗状況について御報告させていただき

たく考えております。

会 長 ：それでは、他に無いようなので、本日はこれで終了とさせていただきます。

長時間にわたり熱心に御討議いただきまして、ありがとうございました。

これにて散会といたします。

御苦労さまでした。



介護保険事業の実施状況について

１　要介護認定について

(1) 要介護度別認定者数の推移（令和６年２月２９日現在） (2) 申請件数等の月別集計（令和６年２月２９日現在）

２月 合計※ 月平均
新規 185 1,278 166.5
更新 309 2,309 294.5

R5 982 14.8% 変更 97 667 83.3
R4 912 14.3% 計 591 4,254 531.8

増減 70 0.5% 新規 206 1,976 164.7
R5 844 12.7% 更新 367 4,435 369.6
R4 797 12.5% 変更 98 892 74.3

増減 47 0.2% 計 671 7,303 608.6
R5 1,246 18.8% 483 5,721 520.1
R4 1,202 18.8% 474 5,697 474.8

増減 44 ▲0.0% 515 5,793 526.6
R5 975 14.7% 472 5,509 459.1
R4 937 14.7% 8.9% － －

増減 38 0.0% 12.8% － －
R5 882 13.3% 38.2 38.5 －
R4 845 13.2% 36 35.3 －

増減 37 0.1% ※合計は、令和５年度は令和６年２月２９日末現在、令和４年度は年度計

R5 1,000 15.1%
R4 994 15.6%

増減 6 ▲0.5%
R5 703 10.6%
R4 701 11.0%

増減 2 ▲0.4%
R5 6,632 100%
R4 6,388 100%

増減 244 －
R5 ←前年同月比０．５ポイントの増
R4
R5
R4

※１　認定率＝認定者数（１号認定者数＋２号認定者数）／第１号被保険者数（令和６年２月２９日現在40,146人）

※２　認定率の計画値は、第８期介護保険事業計画における推計値（各年度とも９月末時点）

２月

R5
R4
R5
R4
R5
R4
R5
R4

16.5%
16.0%
17.6%
17.0%

要介護・
要支援等認定者数

（青梅市） 人数
R5

要支援１

R4
要支援２

要介護１
認定調査数（件）

審査判定数（件）

要介護２
変更率（％）

要介護３
認定結果通知
平均日数（日）

要介護４

要介護５

青梅市　計

認
定
率
※
１

実績

計画値※２

申請件数（件）

資料２

コロナ特例（コロナウイルス感染防止の観点か

ら、訪問調査を受けることが困難な場合に、要

介護度の有効期間を１２か月延長する取扱い）

終了のため、認定調査数および審査判定数は前

年同月と比べて増加、認定結果通知平均日数は

３０日を上回る状況が続いています。
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(3) 審査判定内訳（件）（令和６年２月２９日現在） (4) 第１号被保険者における認定率（令和５年１２月３１日現在）

２月 合計 構成比 構成比順

15 142 2.5% ⑧

68 736 12.7% ④

55 656 11.3% ⑦ 合計 35,881,064 100.0% 19.4%

104 1,090 18.8% ① 15,919,665 44.4% 4.4%

73 854 14.7% ③ 19,961,399 55.6% 31.3%

59 688 11.9% ⑤ 合計 35,845,467 100.0% 19.1%

89 939 16.2% ② 16,593,109 46.3% 4.4%

52 688 11.9% ⑤ 19,252,358 53.7% 31.7%

515 5,793 100.0% - 合計 3,156,745 100.0% 20.7%

1,357,767 43.0% 4.8%

1,798,978 57.0% 32.7%

合計 3,151,242 100.0% 20.3%

1,408,468 44.7% 4.8%

1,742,774 55.3% 32.8%

合計 40,124 100.0% 16.2%

18,532 46.2% 4.1%

21,592 53.8% 26.5%

合計 39,852 100.0% 15.7%

19,289 48.4% 4.1%

20,563 51.6% 26.6%

１２月

非該当

要支援１

要支援２

要介護１ 前期(65～74歳)

要介護２ 後期(75歳以上)

要介護３

要介護４ 前期(65～74歳)

要介護５ 後期(75歳以上)

計

前期(65～74歳)

後期(75歳以上)

前期(65～74歳)

後期(75歳以上)

前期(65～74歳)

後期(75歳以上)

前期(65～74歳)

後期(75歳以上)

第1号被保険者数
人数 構成比 認定率

全
国

R5

R4

東
京
都

R5

R4

青
梅
市

R5

R4

※ここでの認定率は、第２号被保険者の認定者数を含

まずに計算しています。

青梅市の合計は16.2％で、前年同月比（15.7％）0.5％

増加しています。

全国（19.4％）および東京都（20.7％）から、それぞ

れ3.2、4.5ポイント下回っています。
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(5) 認定者構成比（令和５年１２月３１日現在）

R5 14.3% 14.3% 15.3%

R4 13.9% 14.2% 15.2%

R5 12.5% 14.0% 13.0%

R4 12.5% 13.8% 12.7%

R5 19.1% 20.8% 20.7%

R4 18.6% 20.9% 21.0%

R5 14.5% 16.8% 16.5%

R4 14.5% 16.7% 16.3%

R5 13.0% 13.0% 12.7%

R4 13.5% 13.1% 12.8%

R5 15.6% 12.7% 12.8%

R4 15.9% 12.6% 12.8%

R5 10.8% 8.4% 9.0%

R4 11.0% 8.5% 9.1%

R5 16.6% 19.7% 21.1%

R4 16.1% 19.4% 20.7%

　
　

介護度

構成比

青梅市 国 都

要支援1

要支援２

要介護１

要介護２

要介護３

要介護４

要介護５

認定率※

※国と東京都の資料は令和５年１２月３１日現在が最新で

あるため、市も同時点のデータで記載しています。

ここでの認定率は２号被保険者も含みます。

分析としては、青梅市は国や都と比べて要介護４や５の比

率が高い状況です。
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２　介護保険料について

(1) 令和５年度介護保険料の賦課収納状況（２月末日現在） （単位：千円）
調定額 合計

(２月末日現在) ８月 10月 12月 ２月 （４～２月）

R5 2,274,377 2,255,543 △ 7,181 △ 8,623 △ 1,501 △ 1,343 1,871,037

R4 2,249,010 2,256,450 △ 4,654 △ 5,672 △ 1,382 △ 1,659 1,866,922

R5 188,054 212,774 0 35 39,065 27,862 22,675 22,188 210,257

R4 210,664 203,537 0 26 38,876 24,180 23,125 20,655 200,034

R5 2,462,431 2,468,317 31,884 19,239 21,174 20,845 2,081,294

R4 2,459,674 2,459,986 34,222 18,509 21,742 18,996 2,066,956

R5 4,476 25,008 515 608 613 446 7,243

R4 5,612 22,123 890 320 464 407 5,418

R5 2,274,377 2,255,543 △ 7,181 △ 8,623 △ 1,501 △ 1,343 1,871,037

R4 2,249,010 2,256,450 △ 4,654 △ 5,672 △ 1,382 △ 1,659 1,866,922

R5 192,530 237,781 39,580 28,470 23,288 22,634 217,499

R4 216,276 225,659 39,766 24,500 23,588 21,062 205,452

R5 2,466,907 2,493,324 32,399 19,847 21,787 21,291 2,088,536

R4 2,465,286 2,482,109 35,112 18,829 22,206 19,403 2,072,374

※

※

調定額 合計

(２月末日現在) ８月 10月 12月 ２月 （４～２月）

R5 200 15 2 1 7 15 85

R4 200 6 2 0 1 0 19

(2) 督促状の発送状況（２月末日現在） (単位：件）
合計

（１期～7期）

839 798 578 648 4,839

718 646 607 695 4,491

月　　　別　　　収　　　入　　　済　　　額　（月末値）

４月 ６月

0 △ 456

0 △ 293

0 △ 421

0 △ 267

410 758

397 624

0 △ 456

0 △ 293

410 793

397 650

410 337

397 358

普通徴収は７月から第１期の納期がはじまるため、４月、５月、６月分は前年度相当分。ただし、財務会計上は当該年度の調定として処理します。賦課決定が新年度（４月以
降）であるためです。対象となる方　⇒　３月以前に転入した方（所得調査を行ったのちに賦課決定します。）や遅れて税の申告をした方

特別徴収（年金特徴）が市の収入となるのは奇数月のみですが、還付金については毎月処理しているため、奇数月はプラス、偶数月はマイナスとなります。還付金が発生する理
由　⇒　課税更生のため過納となり還付が発生します。

月　　　別　　　収　　　入　　　済　　　額　　（月末値）

４月 ６月

5 2

0 0

R5 - -

R4 - -

区　　　　　　　分 予算額

現年度分

特別徴収

普通徴収

計

滞納繰越分 普通徴収

合　計

特別徴収

普通徴収

計

区　　　　　　　分 予算額

延滞金 普通徴収

区　　分 - - １期 ３期 ５期 ７期
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３　受給者数および給付費の状況について

(1)　受給者数 （単位：人）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 （※）計 月平均

居宅介護サービス受給者 R5 3,145 3,164 3,193 3,186 3,161 3,174 3,152 3,225 3,223 3,265 3,210 35,098 3,191

R4 3,150 3,108 3,173 3,165 3,194 3,173 3,181 3,183 3,192 3,236 3,143 3,112 34,898 3,168

地域密着型サービス受給者 R5 541 539 550 546 534 529 530 552 548 539 529 5,937 540

R4 539 530 563 564 556 551 547 549 553 545 525 530 6,022 546

施設サービス受給者 R5 1,365 1,341 1,351 1,371 1,354 1,352 1,372 1,377 1,377 1,395 1,403 15,058 1,369

R4 1,380 1,364 1,360 1,357 1,361 1,338 1,377 1,361 1,359 1,356 1,346 1,421 14,959 1,365

介護老人福祉施設 R5 980 979 985 1,003 992 982 992 996 999 1,013 1,018 10,939 994

R4 966 975 970 962 973 964 985 984 983 978 970 969 10,710 973

介護老人保健施設 R5 346 318 329 331 332 343 348 347 353 360 357 3,764 342

R4 363 342 340 341 344 326 345 333 329 338 331 418 3,732 346

介護療養型医療施設 R5 16 18 16 16 8 9 8 7 6 6 11 121 11

R4 30 25 30 22 17 19 18 16 16 16 17 18 226 20

介護医療院 R5 33 27 28 29 24 23 28 27 26 24 24 293 27

R4 29 26 25 39 38 35 38 35 35 35 32 32 367 33

受給者　計 R5 5,051 5,044 5,094 5,103 5,049 5,055 5,054 5,154 5,148 5,199 5,142 0 56,093 5,099

R4 5,069 5,002 5,096 5,086 5,111 5,062 5,105 5,093 5,104 5,137 5,014 5,063 55,879 5,079

※　Ｒ５については４月～２月のみ、Ｒ４については４～３月までの合計を記載

区　　　　　分

4,900

4,950

5,000

5,050

5,100

5,150

5,200

5,250

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

受給者総数の推移

R5

R4

前年同月比で、居宅介護サービス、施設サービス受給者
数は増加しています。
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(2)　給付状況 （単位：円）

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月 （※）計 月平均

居宅介護サービス費 R5 264,288,315 259,402,305 270,900,914 258,810,387 271,210,131 267,397,281 263,069,438 266,737,786 268,375,559 266,972,824 254,299,744 3,176,143,292 264,678,608

R4 246,710,116 246,239,123 254,854,288 250,276,690 256,454,215 249,221,212 250,219,190 259,440,832 258,167,111 251,408,403 238,194,422 237,626,678 2,998,812,280 249,901,023

地域密着型サービス費 R5 74,589,192 70,521,526 76,195,542 73,139,214 69,364,200 77,277,291 75,289,575 78,233,431 75,935,375 75,694,803 71,976,187 892,599,639 74,383,303

R4 75,456,391 74,268,755 80,577,644 76,589,514 76,488,657 76,084,933 72,994,155 74,794,731 74,850,279 71,727,214 68,145,688 67,573,956 889,551,917 74,129,326

施設介護サービス費 R5 406,244,226 389,482,513 404,073,978 398,980,796 407,102,103 405,343,024 396,659,094 407,391,414 393,385,669 417,085,992 416,217,361 4,845,781,276 403,815,106

R4 400,681,978 386,956,894 398,585,398 384,938,422 400,732,958 393,966,571 397,508,004 404,148,745 389,142,243 405,117,126 396,044,124 355,608,014 4,713,430,477 392,785,873

福祉用具購入費 R5 2,134,872 1,083,893 1,229,200 925,364 1,407,186 1,435,448 460,179 900,285 1,536,526 1,129,146 574,627 13,981,883 1,165,157

R4 2,193,448 82,813 1,628,268 1,079,006 1,166,031 958,151 1,420,622 983,575 1,018,202 725,972 1,125,565 963,782 13,345,435 1,112,120

住宅改修費 R5 4,142,498 1,004,299 2,973,501 3,028,506 2,817,236 2,546,586 1,947,392 3,060,737 2,723,934 2,967,783 800,466 30,559,569 2,546,631

R4 2,613,696 3,073,455 3,839,672 1,463,804 6,297,935 3,023,868 1,666,148 2,699,147 3,306,010 3,580,522 1,658,714 2,063,039 35,286,010 2,940,501

サービス計画給付費 R5 40,393,868 40,984,411 41,265,671 40,922,478 40,767,304 40,976,530 40,346,162 41,295,303 41,066,889 41,395,218 40,598,790 490,922,863 40,910,239

R4 40,525,662 40,136,003 40,896,096 40,843,198 40,453,575 40,354,842 40,614,155 41,213,292 41,071,841 41,411,188 40,456,904 40,209,873 488,186,629 40,682,219

審査支払手数料 R5 687,425 699,158 707,714 698,425 705,331 700,198 702,397 713,214 715,720 727,147 710,953 8,473,835 706,153

R4 681,254 674,226 693,231 684,126 690,909 680,947 690,786 697,753 698,669 697,081 682,109 685,836 8,256,927 688,077

高額介護サービス費 R5 20,155,771 24,755,630 23,342,789 23,743,591 23,514,832 24,279,793 23,725,802 22,920,873 24,390,943 23,083,268 24,371,689 281,765,434 23,480,453

R4 18,674,086 24,522,703 22,366,400 22,794,282 23,804,612 24,327,995 23,758,178 22,916,422 24,624,559 23,659,879 23,857,714 23,288,187 278,595,017 23,216,251

R5 59,624 8,563,480 17,756,126 4,107,291 1,093,504 404,674 344,090 116,701 319,763 172,434 129,912 33,067,599 3,006,145

R4 62,023 10,180,942 14,634,498 4,623,786 1,322,691 834,607 953,003 454,191 248,701 178,862 102,945 143,957 33,740,206 2,811,684

特定入所者介護サービス費 R5 24,501,014 23,873,767 24,207,359 23,349,670 24,465,754 23,026,547 22,729,782 22,940,448 22,907,281 24,210,617 23,908,655 283,768,248 23,647,354

R4 23,622,479 22,642,893 23,683,637 22,790,451 24,190,340 22,651,197 23,355,694 23,992,841 23,321,133 24,294,095 23,939,467 21,574,022 280,058,249 23,338,187

給付費　計 R5 837,196,805 820,370,982 862,652,794 827,705,722 842,447,581 843,387,372 825,273,911 844,310,192 831,357,659 853,439,232 833,588,384 0 10,057,063,637 768,477,553

R4 811,221,133 808,777,807 841,759,132 806,083,279 831,601,923 812,104,323 813,179,935 831,341,529 816,448,748 822,800,342 794,207,652 749,737,344 9,739,263,147 811,605,262

※　Ｒ５については４～２月実績の平均×12で計上しています。

ただし､高額医療合算介護サービス費については４月～２月実績計としています｡

区　　　　　分

高額医療合算介護サービス費

720,000

740,000

760,000

780,000

800,000

820,000

840,000

860,000

880,000
千円千円

4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 1月 2月 3月

介護給付費の推移

R5

R4

前年同月比で、受給者数の総数はほぼ横ばいながら、給付
費全体は増加しています。
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４　相談苦情受理状況（令和６年２月末現在）

（件） (2-1)　分類 （件） （件）

月 Ｒ４ Ｒ５ 都全体(Ｒ４) Ｒ４ Ｒ５ 都全体(Ｒ４) Ｒ４ Ｒ５ 都全体(Ｒ４)

04月 2 9 220 要介護認定 1 10 79 サービスの質 5 1 528

05月 3 4 228 保険料 3 32 781 従事者の態度 9 8 337

06月 5 2 207 ケアプラン 1 0 31 管理者等の対応 11 3 243

07月 4 23 379 サービス供給量 0 0 37 説明・情報の不足 3 1 393

08月 3 5 715 介護報酬 0 0 15 具体的な被害・損害 0 0 180

09月 1 5 245 その他制度上の問題 0 5 63 利用者負担 0 0 36

10月 5 4 274 行政の対応 1 8 85 契約・手続関係 0 1 139

11月 4 4 242 サービス提供､保険給付※ 30 14 1,960 その他 2 0 104

12月 3 4 219 その他 0 0 275 計 30 14 1,960

01月 0 4 191 計 36 69 3,326

02月 1 5 184

03月 5 0 222

計 36 69 3,326

(1)　月別受付件数 (2-2)　苦情内容

※2の分類がサービス提供、保険給付の場合の苦情内容

要介護認定79

件 保険料

781件

サービス提供

保険給付1,960

件

ケアプラン

275件

東京都苦情分類（Ｒ４）

要介護認定

保険料

ケアプラン

サービス供給量

介護報酬

その他制度上の問題

行政の対応

サービス提供､保険給付

※
その他

Ｒ４年度は対処困難な事例等の

みを件数としてカウントしてい

たため、実際の苦情より件数が

少なく計上されていました。

Ｒ５年度からは全数把握のため、

改善を図っています。

Ｒ５年度は主に介護保険料、次

いでサービス提供、保険給付の

苦情があり、保険料に関する問

い合わせ・苦情が当初賦課を

行った７月に増加しました。

サービス提供、保険給付では従

事者の態度に対する苦情が多く

要介護認定

10件

保険料

32件

その他制度上の

問題5

件

行政の対応

8件

サービス提供

保険給付

14件

青梅市苦情分類（Ｒ６年２月時点）
要介護認定

保険料

ケアプラン

サービス供給量

介護報酬

その他制度上の問題

行政の対応

サービス提供､保険給付

※
その他
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５　事故発生時の報告状況（令和６年２月末現在）

(1) 月別届出件数 （件） (2) 分類別届出件数 （件）

Ｒ４ Ｒ５ 分類 Ｒ４ Ｒ５

04月 43 29 １　号 250 243
05月 34 25 ２　号 0 0
06月 25 18 ３　号 238 42
07月 31 23 ４　号 22 2
08月 69 27 計 510 287

09月 48 18

10月 36 30

11月 55 31

12月 57 29

01月 54 30

02月 39 27

03月 19 0

計 510 287

＊ 分 類 ＊
【１号】 【２号】
介護サービス利用者に対する介護 利用者に対する介護サービスの提供に伴う業
サービスの提供により発生した死亡 務遂行により発生し、請求された損害賠償に
または重傷等の入院加療等を必要 かかる事故
とする事故

①ケガ等で医療機関で入院や治療
を受けたもの

②誤飲が原因等で医療機関で入院

や治療を受けたもの   

③利用者等のトラブルで医療機関で

入院や治療を受けたもの

【３号】 【４号】

食中毒、感染症等（結核、疥癬）で その他市長が必要と認める事故

法令により保健所等へ通報が義務 ①従業員の法令違反

付けられている事由の事故 ②不祥事等利用者の処遇に影響があるもの

③震災、風水害、火災等これに類する災害

１号　250件

49%
３号　238件

46.6%

４号　22件　

4.3％

Ｒ４　

事故件数と分類

１号　243件

84.6％

３号　42件

14.6％

４号　２件

0.7％
Ｒ５（２月まで）

事故件数と分類

R４年度は新型コロナウイルスの影
響で分類３号が事故報告の約半数
を占めています。

R６年２月時点では分類３号の事故
報告は42件と減少傾向であり、１号
の事故報告が大半を占めています。
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６ 市内介護サービス事業所数 令和６年２月２９日現在

(1) 介護サービス （ ）内は、令和５年１１月３０日現在。

区 分

サービス種別

居宅介護支援（ケアプラン作成） ３１ （ ３１）

居宅サービス １０３ （ １０３）

訪問介護 １６ （ １６）

訪問入浴介護 ３ （ ３）

訪問看護 ２０ （ ２０）

訪問リハビリテーション ６ （ ６）

通所介護 １７ （ １７）

通所リハビリテーション ４ （ ４）

短期入所生活介護 ２４ （ ２４）

短期入所療養介護 ３ （ ３）

特定施設入居者生活介護 ２ （ ２）

福祉用具貸与 ４ （ ４）

特定福祉用具販売 ４ （ ４）

施設サービス ３０ （ ３０）

介護老人福祉施設 ２４ （ ２４）

介護老人保健施設 ３ （ ３）

介護療養型医療施設 ２ （ ２）

介護医療院 １ （ １）

地域密着型サービス ２９ （ ２８）

地域密着型通所介護 １４ （ １４）

認知症対応型通所介護 ４ （ ４）

小規模多機能型居宅介護 ２ （ ２）

看護小規模多機能型居宅介護 ２ （ １）

認知症対応型共同生活介護 ７ （ ７）

(2) 予防サービス （ ）内は、令和５年１１月３０日現在

(3) 介護予防・生活支援サービス

（ ）内は、令和５年１１月３０日現在

※各項目の事業所数については、調査時点で市が把握している限りのもの

になります。

休止等各事業所の状況に応じ、遡及して事業所数に変化が生じることも

ございますので、御了承ください。

区 分

サービス種別

介護予防支援（ケアプラン作成） ３ （ ３）

介護予防居宅サービス ６９ （ ６９）

介 護 予 防 訪 問 入 浴 介 護 ３ （ ３）

介 護 予 防 訪 問 看 護 ２０ （ ２０）

介護予防訪問リハビリテーション ６ （ ６）

介護予防通所リハビリテーション ４ （ ４）

介護予防短期入所生活介護 ２３ （ ２３）

介護予防短期入所療養介護 ３ （ ３）

介護予防特定施設入居者生活介護 ２ （ ２）

介 護 予 防 福 祉 用 具 貸 与 ４ （ ４）

特定介護予防福祉用具販売 ４ （ ４）

地域密着型介護予防サービス １３ （ １３）

介護予防認知症対応型通所介護 ４ （ ４）

介護予防小規模多機能型居宅介護 ２ （ ２）

介護予防認知症対応型共同生活介護 ７ （ ７）

区 分

サービス種別

介護予防・生活支援サービス ６５ （６５）

介護予防通所介護相当の通所型サービス ２８ （２８）

軽度者向けの通所型サービス １１ （１１）

介護予防訪問介護相当の訪問型サービス １２ （１２）

家事支援に特化した訪問型サービス １２ （１２）

研修修了者による訪問型サービス ２ （ ２）
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７　地域密着型サービスの利用状況について
※　R４の計は４～３月までの実績を記載。R5の計は４～２月までの実績を記載。

(1) 認知症対応型通所介護 (2) 地域密着型通所介護

圏　域 定員 02月 計 圏　域 定員 02月 計

営業日数 25日 284日 営業日数 25日 284日

１日 延利用者 209人 2,317人 １日 延利用者 342人 4,025人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

12人 １日平均 8.4人 8.2人 18人 １日平均 13.7人 14.2人

営業日数 24日 308日 営業日数 24日 310日

１日 延利用者 229人 3,034人 １日 延利用者 295人 4,144人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 7人

12人 １日平均 9.5人 9.9人 18人 １日平均 12.3人 13.4人

営業日数 25日 258日 営業日数 25日 267日

１日 延利用者 276人 2,734人 １日 延利用者 51人 721人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

12人 １日平均 11.0人 10.6人 10人 １日平均 2.0人 2.7人

営業日数 24日 309日 営業日数 23日 306日

１日 延利用者 243人 3,212人 １日 延利用者 70人 1,203人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

12人 １日平均 10.1人 10.4人 10人 １日平均 3.0人 3.9人

営業日数 21日 235日 営業日数 21日 234日

１日 延利用者 183人 2,123人 １日 延利用者 268人 3,104人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

12人 １日平均 8.7人 9.0人 10人 １日平均 12.8人 13.3人

営業日数 20日 257日 営業日数 20日 258日

１日 延利用者 194人 2,597人 １日 延利用者 248人 2,901人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

12人 １日平均 9.7人 10.1人 10人 １日平均 12.4人 11.2人

営業日数 25日 284日 １日 延利用者 661人 7,850人

１日 延利用者 233人 2,121人 38人 １日平均 9.3人 10.0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

10人 １日平均 9.3人 7.5人 １日 延利用者 613人 8,248人

営業日数 24日 310日 38人 １日平均 9.1人 9.4人

１日 延利用者 181人 2,416人
電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0.0人 7.0人

電話連絡・訪
問 対 応 者 0人 0人

10人 １日平均 7.5人 7.8人

事　業　所　名 事　業　所　名

東青梅デイサービスセンター

河辺デイサービスセンター

デイサービスセンター

R5 R5

す　ず　ら　ん
R4 R4

R5 R5

わ　か　く　さ
R4 R4

R5 R5

リバーパレス青梅
R4 R4

R5

第１地区計

R5

木野下デイサービスセンター

R4

R4

第１地区

第１地区

東青梅デイサービスセンター

第２地区

デイサービス のぞみ

カラダラボとまりぎ青梅駅前

第３地区

第１地区　前年同月比で、延べ利用者数は７．８％増加し

ています。
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定員 ２月 計 定員 ２月 計 定員 ２月 計

営業日数 21日 232日 営業日数 25日 258日 営業日数 25日 282日

１日 延利用者 114人 1,610人 １日 延利用者 203人 1,937人 １日 延利用者 159人 1,944人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

10人 １日平均 5.4人 6.9人 10人 １日平均 8.1人 7.5人 15人 １日平均 6.4人 6.9人

営業日数 20日 251日 営業日数 24日 308日 営業日数 24日 308日

１日 延利用者 158人 1,980人 １日 延利用者 199人 2,458人 １日 延利用者 160人 2,207人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

10人 １日平均 7.9人 7.9人 10人 １日平均 8.3人 8.0人 15人 １日平均 6.7人 7.2人

営業日数 25日 282日 １日 営業日数 19日 215日 営業日数 21日 236日

１日 延利用者 149人 1,817人 午前10人 延利用者 245人 2,834人 １日 延利用者 195人 2,650人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

10人 １日平均 6.0人 6.4人 午後10人 １日平均 12.9人 13.2人 14人 １日平均 9.3人 11.2人

営業日数 24日 305日 １日 営業日数 19日 232日 営業日数 20日 263日

１日 延利用者 177人 2,301人 午前10人 延利用者 262人 3,034人 １日 延利用者 189人 2,873人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

10人 １日平均 7.4人 7.5人 午後10人 １日平均 13.8人 13.1人 14人 １日平均 9.5人 10.9人

１日 営業日数 22日 261日 １日 延利用者 1,433人 16,786人 １日 営業日数 19日 221日

午前10人 延利用者 315人 3,667人 95人 １日平均 9.1人 9.5人 午前10人 延利用者 158人 1,778人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 1.0人 35.0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

午後10人 １日平均 14.3人 14.0人 １日 延利用者 1,461人 18,989人 午後10人 １日平均 8.3人 8.0人

１日 営業日数 22日 288日 95人 １日平均 9.5人 9.7人 １日 営業日数 19日 241日

午前10人 延利用者 287人 3,760人
電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 4.0人 30.0人 午前10人 延利用者 176人 2,373人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

午後10人 １日平均 13.0人 13.1人 午後10人 １日平均 9.3人 9.8人

営業日数 21日 236日 営業日数 25日 287日

１日 延利用者 228人 2,525人 １日 延利用者 204人 2,500人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

15人 １日平均 10.9人 10.7人 10人 １日平均 8.2人 8.7人

営業日数 20日 258日 営業日数 24日 313日

１日 延利用者 199人 2,909人 １日 延利用者 192人 2,615人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0人 0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 1人 51人

15人 １日平均 10.0人 11.3人 10人 １日平均 8.0人 8.4人

営業日数 25日 284日 １日 延利用者 716人 8,872人

１日 延利用者 179人 2,396人 59人 １日平均 8.0人 8.6人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 1人 35人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 0.0人 0.0人

10人 １日平均 7.2人 8.4人 １日 延利用者 717人 10,068人

営業日数 24日 309日 59人 １日平均 8.2人 8.9人

１日 延利用者 179人 2,547人
電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 1.0人 51.0人

電 話 連 絡 ・
訪 問 対 応 者 4人 30人

10人 １日平均 7.5人 8.2人

第２地区 第３地区

事業所名 事業所名 事業所名

R5 R5 R5

R4 R4 R4

R5 R5 R5

R4 R4 R4

R5

第２地区計

R5
R5

R4

R4 R4

R5 R5

R4 R4

R5

第３地区計

R5

R4

R4

デイサービス
センター
たんぽぽ

デイサービスセン
ター

シエロ 青梅

デイサービス やぎ
さん家

デイサービス 
ぬくもり

デイサービスセン
ター

ほたる

トータル・ライ
フ・

ヘア・サポート
華暖

リハビリデイサー
ビス
足軽

デイサービス さく
ら

デイサービスセン
ター

ＣＬＵＢ ＲＩＶＥ
Ｒ

デイサービスセン
ター

きぼうの里

二俣尾幸廻堂

第２地区、第３地区については、前年同月比で、延べ利用者数に大きな変化はありません。
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(3) 認知症対応型共同生活介護 R6.2.29現在

定員数 充足率 青梅市 他 計 要支援２ 要介護１ 要介護２ 要介護３ 要介護４ 要介護５ 計

90人 96.7% 86人 1人 87人 0人 19人 23人 25人 16人 4人 87人

定　　員 　利用者内訳（保険者） 　利用者内訳（要介護度）

合　　　計

圏　域 事 業 所 名

第１地区
グループホームひだまりの家 9人 100.0% 9人 0人 9人 0人 1人 3人 3人 2人 0人 9人

グループホームみんなんち 9人 100.0% 9人 0人 9人 0人 4人 3人 2人 0人 0人 9人

第２地区

グループホームはぴねす若草 18人 88.9% 16人 0人 16人 0人 5人 3人 5人 2人 2人 17人

グループホームみんなんち第2 9人 100.0% 9人 0人 9人 0人 2人 1人 1人 4人 0人 8人

グループホームともだ　　　 18人 94.4% 16人 1人 17人 0人 2人 6人 4人 5人 0人 17人

第３地区
グループホームはぴねす新田山　 9人 100.0% 9人 0人 9人 0人 2人 1人 4人 2人 0人 9人

地域ケアサポート館　福わ家
グループホーム 18人 100.0% 18人 0人 18人 0人 3人 6人 6人 1人 2人 18人

定員90名に対して87名利用中。そのうち青梅市民は86名。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

令和５年12月時点と比較して、要介護度別利用者内訳は大幅な変化は見られませ

ん。
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(4) 小規模多機能型居宅介護 (5) 看護小規模多機能型居宅介護

圏　域 ２月 月平均 圏　域 ２月 月平均

営業日数 29日 - 営業日数 29日 -

登録者数 23人 23人 登録者数 26人 25人

定員／日 延利用者 267人 358人 定員／日 延利用者 373人 340人

15人 １日平均 9.2人 11.7人 15人 １日平均 12.9人 11.2人

延利用者 364人 574人 延利用者 390人 336人

１日平均 12.6人 18.8人 １日平均 13.4人 11.0人

定員／日 延利用者 53人 66人 延利用者 23人 22人

9人 １日平均 1.8人 2.2人 １日平均 0.8人 0.7人

営業日数 28日 - 定員／日 延利用者 113人 109人

登録者数 20人 22人 9人 １日平均 3.9人 3.6人

定員／日 延利用者 354人 404人 営業日数 28日 -

15人 １日平均 12.6人 13.3人 登録者数 18人 19人

延利用者 549人 543人 定員／日 延利用者 219人 325人

１日平均 19.6人 17.9人 15人 １日平均 7.8人 10.7人

定員／日 延利用者 64人 112人 延利用者 394人 302人

9人 １日平均 2.3人 3.8人 １日平均 14.1人 9.9人

営業日数 29日 - 延利用者 68人 78人

登録者数 26人 28人 １日平均 2.4人 2.6人

定員／日 延利用者 228人 291人 定員／日 延利用者 75人 136人

18人 １日平均 7.9人 9.5人 9人 １日平均 2.7人 4.5人

延利用者 621人 635人 営業日数 29日 29日

１日平均 21.4人 20.8人 登録者数 2人 2人

定員／日 延利用者 32人 26人 定員／日 延利用者 8人 8人

5人 １日平均 1.1人 0.9人 15人 １日平均 0.3人 0.3人

営業日数 28日 - 延利用者 16人 16人

登録者数 29人 28人 １日平均 0.6人 0.6人

定員／日 延利用者 274人 313人 延利用者 5人 5人

18人 １日平均 9.8人 10.3人 １日平均 0.2人 0.2人

延利用者 510人 573人 定員／日 延利用者 0人 0人

１日平均 18.2人 18.9人 6人 １日平均 0.0人 0.0人

定員／日 延利用者 12人 23人 営業日数 - -

5人 １日平均 0.4人 0.7人 登録者数 - -

定員／日 延利用者 - -

１日平均 - -

延利用者 - -

１日平均 - -

延利用者 - -

１日平均 - -

定員／日 延利用者 - -

１日平均 - -

事　業　所　名 事　業　所　名

定員（基準） 定員（基準）

登録定員　29人 登録定員　　29人

定員（基準）

登録定員　29人

定員（基準）

登録定員　　29人

定員（基準）

登録定員　　　29人

定員（基準）

登録定員　　29人

定員（基準）

登録定員　　　29人

定員（基準）

登録定員　　29人

利
用
者
数

通所 通所

訪問 基準なし 訪問介護
基準
なし

宿泊 訪問看護 基準なし

宿泊

利
用
者
数

通所

訪問 基準なし 通所

宿泊 訪問介護
基準
なし

訪問看護
基準
なし

利
用
者
数

通所 宿泊

訪問 基準なし

宿泊 通所

訪問介護
基準
なし

利
用
者
数

通所 訪問看護 基準なし

訪問 基準なし 宿泊

宿泊

通所

訪問介護
基準
なし

訪問看護
基準
なし

宿泊

第１地区

多機能
ケアホーム

みんなんち

R5

第２地区

青梅複合型

ケアサービスセン
ター

R5 利
用
者
数

R4

R4 利
用
者
数

第３地区

地域ケアサポー
ト館

福　わ　家

R5

藤の華

R5 利
用
者
数

R4

R4 利
用
者
数

第１地区　通所利用者数が昨年比および平均値と比較したところ

減少しています。（コロナ事故報告あり）

第２地区　新たに「藤の華」が開設されました。

第３地区　通所利用者数が昨年比および平均値と比較したところ

減少しています。
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青梅市地域包括支援センターの主な運営状況について

１ 青梅市地域包括支援センター連絡会

２ 地域ケア会議

３ 総合相談支援業務 （延べ件数）

※令和６年２月 29 日現在 第１号被保険者数 40,146 人）

（要支援１・２ 1,826 人、事業対象者 68 人）

回 開催日 内 容

177 12 月 13 日（水）
・高齢者虐待防止市民講座について

・介護予防教室について ほか

178 １月 10 日（水）
・第１層協議体について

・西多摩包括連絡会について ほか

179 ２月７日（水）
・ケアマネジャー意見交換会について

・介護予防リーダー交流会について ほか

開催日 内 容

１月 26 日（金）

３事例検討

・動かないことで家族に迷惑をかけないように過ご

し、廃用が進んでいる事例

・要介護から要支援となり、ＡＤＬや意欲は向上し

ているが、外出先や活動の場所が限られており、地域

での友人作りも困難な状態

・日本に家族が住んでいない、独居の方の支援

～腰痛を悪化させずに住み慣れた家で暮らすために

…～

区 分

相 談 件 数

R５年 12 月～

R６年２月

R４年 12 月～

R５年２月

地域包括支援センター（市） 1,008 1,033

地域包括支援センターうめぞの 1,298 1,489

地域包括支援センターすえひろ 1,363 1,731

計 3,669 4,253

４ 権利擁護業務 （延べ件数）

※成年後見制度の利用や申立てに関する相談等：20 件（３包括計）

５ 包括的・継続的ケアマネジメント支援業務

(1) 相談件数 （延べ件数）

(2) 勉強会等

区 分

相 談 件 数

R５年 12 月～

R６年２月

R４年 12 月～

R５年２月

地域包括支援センター（市） 13 19

地域包括支援センターうめぞの 29 31

地域包括支援センターすえひろ 25 11

計 67 61

開催日 名 称
参加

人数
内 容

２月 29 日

（木）

ケアマネジャー

意見交換会
75

ケアマネジャーが地域で

資源をつくる～令和５年

度の活動発表～

12～２月

各月７回

（計 21 回）

ケアプラン勉強会

329

（延べ

人数）

各グループの目標に沿った

事例検討、自立支援のケアプ

ランへの指導、地域のケアマ

ネジャーからの相談 ほか

区 分

相 談 件 数

R５年 12 月～

R６年２月

R４年 12 月～

R５年２月

地域包括支援センター（市） 39 30

地域包括支援センターうめぞの 59 42

地域包括支援センターすえひろ 108 110

計 206 182
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６ 介護予防に係るケアマネジメント

(1) 介護予防支援委託にかかる居宅介護支援事業所

令和６年２月分

(2) 介護予防ケアマネジメント・介護予防支援件数 （延べ件数）

７ 任意事業

(1) 認知症サポーター養成研修事業

指定のカリキュラムを受講したキャラバン・メイトを講師とし、認知

症に関する正しい知識を持ち、地域や職域において認知症の人や家族を

支援する認知症サポーターを養成する研修を実施した。

介護予防支援事業所名 委託事業所数 委託件数 契約事業所数

地域包括支援センター(市) 31 111 65

地域包括支援センターうめぞの 32 241 62

地域包括支援センターすえひろ 36 213 66

区 分 プ ラ ン 件 数

R５年 12 月～

R６年２月

R４年 12 月～

R５年２月

地域包括支援センター（市） 678 657

地域包括支援センターうめぞの 1,265 1,221

地域包括支援センターすえひろ 1,033 925

計 2,976 2,803

開催日 受講者 開催地区 参加人数

12 月１日（金） 青梅市役所職員 東青梅 48

12 月５日（火）
青梅市役所職員 東青梅 52

市民 東青梅 30

２月 14 日（水）
介 護 予 防 リ ー ダ ー に よ る

通いの場の参加者
東青梅 11

２月 19 日（月） 高齢者クラブ会員 大門 28

計 169

(2) 介護サービス相談員派遣等事業

派遣期間 派遣回数 派遣施設等

１２月
９施設

延べ９回

グループホームひだ

まりの家

二俣尾幸廻堂

デイサービスぬくも

り

特別養護老人ホーム

リバーパレス青梅

特別養護老人ホーム

第二青梅園

デイサービスセンタ

ーパーク

デイサービスセンタ

ーリバーパレス青梅

デイサービスセンタ

ー CLUB RIVER

特別養護老人ホーム

青梅園

１月

10 施設

延べ 10 回

個人１名

（電話対応）

延べ１回

グループホームひだ

まりの家

二俣尾幸廻堂

特別養護老人ホーム

喜久松苑

特別養護老人ホーム

和楽ホーム

特別養護老人ホーム

青梅愛弘園

デイサービス ヤギ

さん家

東青梅デイサービス

センター

エクラシア青梅

特別養護老人ホーム

青梅園

特別養護老人ホーム

青梅天使園

個人（電話対応）

２月
７施設

延べ７回

グループホームひだ

まりの家

デイサービスセンタ

ーほたる

指定介護老人福祉施

設 成蹊園

西東京ケアセンター

（老健）

介 護 老 人 保 健 施 設

青梅すえひろ苑

デイサービスセンタ

ー湯梅の郷

グループホームハピ

ネス新田山
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８ その他

(1) 介護予防教室

介護予防、フレイル予防等をテーマに、リハビリテーション専門職な

どを講師として、講義や体操、レクリエーションを実施した。

(2)介護予防講演会

(3) 認知症サポーターステップアップ講座

(4) 出張もの忘れ相談会

認知症に関する相談や相談窓口の周知のため、出張相談会を実施した。

開催日 場 所 参加人数

12 月９日（土） 今寺第４第５自治会館 26

12 月 13 日（水） 天ヶ瀬町自治会館 24

12 月 19 日（火） 和田町自治会館 26

１月 17 日（水） 千ヶ瀬町自治会館 15

１月 22 日（月） 富岡１丁目自治会館 12

２月 14 日（水） 東五会館 ９

計 112

開催日 内 容 参加人数

12 月 14 日（木）

介護予防講演会

『今だからできるフレイル予防につい

て』

フレイル予防の 3 本柱について、ちょい

足し運動の実践

22

開催日 場 所 参加人数

12 月 12 日（火） 市役所会議室 25

開催日 場 所 参加人数

２月 14 日（水) フォレオ青梅今井 11

(5) 趣旨普及および広報

広報おうめ

※令和５年 12 月１日～令和６年２月末まで

12 月１日号
・おいでください地域サロン

・高齢者スマートフォン体験会

12 月 15 日号 ・高齢者向けパソコン教室

１月１日号

・おいでください地域サロン

・高齢者スマートフォン体験会

・寄りませんか「うめカフェ」

１月 15 日号 ・高齢者向けスマートフォン教室

２月１日号

・障害者控除対象者認定書の発行

・高齢者スマートフォン体験会＆使い方に関する相談会

・フレイルを予防しましょう！

・おいでください地域サロン

２月 15 日号

・４月から地域包括支援センターの体制が一部変わります

・高齢者向けパソコン教室

・高齢者スマートフォン体験会
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青梅市地域包括支援センターの支所等について

１ ４月からの窓口体制について

(1) ３か所の「地域包括支援センター」と２か所の「支所」による計５

か所の窓口を設置します。

(2) 第１地区については、青梅市直営の地域包括支援センターが委託化

され、地域包括支援センターすみえを開設しました。担当地区に変更

はありません。

(3) 第２地区、第３地区については、これまで同様の地域包括支援セン

ターに加え、支所をそれぞれ１か所ずつ設置しました。

(4) 窓口開設時間は、月曜日から土曜日の９時から１７時まで（祝日は

除きます。）です。

生活圏域 名称 所在地 担当地区 連絡先

第１地区 ①青梅市地域包括

支援センターすみ

え

住江町６６ 勝沼、西分町、住江町、本

町、仲町、上町、森下町、

裏宿町、天ヶ瀬町、滝ノ上

町、大柳町、日向和田、東

青梅、根ヶ布、師岡町

78-3442

第２地区 ②青梅市地域包括

支援センターうめ

ぞの

駒木町３－５

９４－１

メディケア梅

の園内

駒木町、長淵、友田町、千

ヶ瀬町、河辺町、畑中、和

田町、梅郷、柚木町、二俣

尾 、 沢 井 、 御 岳 本 町 、 御

岳、御岳山

24-2882

③青梅市地域包括

支援センターうめ

ぞの河辺支所

河辺町１０－

６－１

トミタワー６

０２

84-2627

第３地区 ④青梅市地域包括

支援センターすえ

ひろ

末広町１－４

－５

青梅すえひろ

苑内

吹 上 、 野 上 町 、 大 門 、 塩

船、谷野、木野下、今寺、

新 町 、 末 広 町 、 藤 橋 、 今

井、富岡、小曾木、黒沢、

成木

33-4477

⑤青梅市地域包括

支援センターすえ

ひろ野上支所

野上町４－４

－５

藤村ビル３階

78-4800
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地域支援事業等の委託等にかかる進捗状況について

１ 消費税相当分の過払いにかかる返還状況について

(1) 消費税相当分の過払いにかかる返還状況につきましては次のとおり

です。（令和６年４月２５日現在）

ア 「日本版ＢＰＳＤケアプログラム」人材養成研修の運営委託

イ 認知症初期集中支援チーム事業実施委託

(2) 今後の対応について

上記以外の未返還分につきましては、在宅介護支援センター事業運

営委託および地域包括支援センター事業運営委託の消費税相当額の過

払い分がございますが、過払い金の返還について、引き続き各委託事

業者に対して丁寧な説明を行い、協議してまいります。

２ 地域支援事業交付金算定の修正について

国および東京都に対し交付金にかかる修正の申請を行い、国からは

令和６年１月２９日に、都からは令和６年２月２０日に追加交付を受け

ました。（平成２９年度から令和３年度分）

令和４年度分の算定の修正については、今年度修正対応をする予定で

す。

委託事業者 入金額 入金確認日

株式会社日本能率

協会総合研究所
321,291 円（過払い金全額入金） 令和６年３月５日

委託事業者 入金額 入金確認日

医療法人財団利定会 68,165 円（過払い金全額入金） 令和６年３月６日
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介護医療院への転換について

施設名 サービス区分 転換前病床数 サービス区分 転換後病床数

医療療養病床 60 医療療養病床 60

介護療養型医療施設 60 介護医療院 60

小計 120 小計 120

医療療養病床 92 医療療養病床 124

介護療養型医療施設 32 介護医療院 0

小計 124 小計 124

医療療養病床 291 医療療養病床等 673

介護療養型医療施設 445 介護医療院 0

小計 736 小計 673

医療療養病床 60 医療療養病床 60

介護療養型医療施設 60 介護医療院 60

小計 120 小計 120

医療療養病床 395 医療療養病床 345

介護療養型医療施設 0 介護医療院 50

小計 395 小計 395

介護医療院 0 介護医療院 170

医療療養病床 898 医療療養病床等 1,262

介護療養型医療施設 597 介護療養型医療施設 0

1,495 合計 1,432合計

長生病院

青梅三慶病院

→
青梅慶友病院

青梅今井病院

武蔵野台病院

各小計
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